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私は福井大学に1989年 に入学 し、大学院進学を経て
1995年3月 に卒業 しま した。その後は建設会社に就職
し、現在は作業所勤務を しております。その中で感 じる
のは、人と接することが非常に多いことです。社内の上
司 ・同僚 ・部下はもちろんですが、発注者である建築主、
建物を設計する設計事務所、当社内勤部門の方々、そし
て実際に作業 している多数の職人やその会社の営業担
当 ・設計担当云々。自分の父親くらいの年齢の人 に作業
指示をすることも多々あります。
そ こでこの自分と関係する方々と、うまく付き合 って
業務を遂行するために何が必要かと考えた時に、やはり
人と人の繋がり「コミュニケーシ ョン」ではないかと感
じます。相手の立場もよく考えて誠心誠意説明をし、腹
を割 って話 し合うことでお互いに理解 しあい、初めて良
いプロジェク トが実現可能であると考えます。コミュニ
ケーション能力を高めるには出来るだけ多くの人間と
接 し、相手の心情を理解 しなければな りません。異なる
価値観を持つ方々と円滑に接するためには、専門科目に
偏ることな く幅広い教養科目を聴講するとともに、サー
クル活動やアルバイ ト等、クラス外 ・学校外に視野を広
げる必要があると考えます。
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また会議も多く、自分の意見を分か りやすく参画 して
いる方々に伝えたり、時には白熱した討議を しなければ
なりません。学生時代には研究の発表等はあっても、な
かなか白熱した議論をする機会がなく、この点において
グルー プ毎 に何か課題 を与えて、その成果を発表 し、
ディスカ ッシ ョンするという講義が多 くあってもよい
と思います。例えば私は建築系でしたが、自分の書いた
図面を説明し、それに対してグループ員が感 じたことを
発言 し、それに対 し返答する。それを肯定的な意見を言
う人と否定的な意見を言 う人等、役割を決めて実施する
のも面白いと思います。
先行きの不透明な状況の現在において企業が求める
人材は、責任感があり自己完結出来る人間です。そのた
めには関係する人間(上 司、部下、お客さん、他)を 巻き込
んで、リーダーシップを発揮 して問題解決に取 り組まな
ければな りません。そ こで重要となるのが上記で述べた
人間関係です。そのため学生時代には、老若男女様々な
人間と接 しコミュニケーシ ョンを取ることで相手の心
情を理解する訓練を積み重ねると共に、責任感というも
のを しっかりと身につけて欲 しいと思います。
6CenterforInterdisciplinaryStudies,UniversityofFukui
、
